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連
　
載

価
格
を
武
器
に
成
長
す
る
だ

ろ
う
。

善
竹
十
郎
氏

―
―
23
世
紀
を
意
識
し
た
狂
言
の
芸
道
と
は

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑮回

（
狂
言
師
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
）

▼
22
世
紀
学
会
が
出
合
い

い
ま
か
ら
10
年
ほ
ど
前

に
、
東
京
の
浅
草
で
講
演
会

が
開
か
れ
た
。
そ
れ
は
、

「
22
世
紀
学
会
」
（
当
時
、
現

在
は
23
世
紀
学
会
と
改
称
）

の
例
会
で
あ
り
、
隅
田
川
の

河
畔
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
夜

会
に
は
、
あ
る
雰
囲
気
に
満

ち
て
い
た
。
こ
の
日
が
、
当

学
会
を
牽
引
す
る
善
竹
十
郎

氏
と
筆
者
の
最
初
の
出
会
い

で
あ
っ
た
。

実
は
そ
の
講
演
会
の
講
師

は
筆
者
で
あ
っ
た
が
、
時
代

を
超
え
た
「
偉
大
な
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・

キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
」

を
紹
介
し
た
。
ブ
ル
ネ
ル

は
、
父
の
マ
ー
ク
・
ブ
ル
ネ

ル
と
と
も
に
、
テ
ム
ズ
河
の

川
底
ト
ン
ネ
ル
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
苦
労
は
、
後
に
報

わ
れ
、
現
在
も
テ
ム
ズ
河
ト

ン
ネ
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
し
か
も
マ
ー
ク
の
発
明

に
よ
る
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、

本
家
の
英
国
か
ら
我
が
国
に

技
術
移
転
し
、
現
在
で
は
ト

ン
ネ
ル
掘
削
の
常
套
技
術
と

な
り
、
我
が
国
は
世
界
一
の

技
術
力
を
獲
得
し
て
い
る
。

隅
田
川
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
、
以
前
訪
ね
た
テ
ム
ズ
河

畔
の
パ
ブ
、「
ザ
・
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
」
と
似
た
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
。
そ
の
パ
ブ

は
、
１
６
２
０
年
９
月
、
新

世
界
へ
の
旅
立
っ
た
船
の
名

前
に
由
来
す
る
。
今
年
は
、

そ
れ
か
ら
４
０
０
年
に
な
る
。

22
世
紀
学
会
は
、
正
に
未

来
へ
の
目
線
が
由
来
で
あ

る
。
今
年
は
、
２
０
２
１

年
、
22
世
紀
は
80
年
後
で
あ

る
。
22
世
紀
学
会
の
会
員

は
、
新
世
紀
の
そ
の
日
を
見

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

そ
の
日
に
向
か
う
取
り
組
み

を
活
動
と
し
た
。
が
、
ほ
か

に
も
同
名
の
学
会
が
出
来
た

と
い
う
の
で
、
こ
ち
ら
は

「
23
世
紀
学
会
」
に
替
え
た

と
い
う
。
そ
の
日
ま
で
は
、

１
８
０
年
と
な
っ
た
。

い
ま
か
ら
80
年
前
は
、
太

平
洋
戦
争
へ
突
き
進
ん
だ
時

世
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
１

８
０
年
前
は
、
天
保
の
改
革

の
世
直
し
の
時
代
で
あ
っ

た
。
１
８
４
１
年
、
欧
州
で

は
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
な
ど
が
生
ま
れ
、
日

本
に
は
伊
藤
博
文
が
生
ま
れ

た
と
い
う
。
誰
し
も
知
る
人

物
で
あ
る
。
先
に
登
場
し
た

ブ
ル
ネ
ル
の
父
は
１
７
６
９

年
に
生
ま
れ
、
子
と
し
て
の

自
身
は
１
８
０
６
年
に
生
ま

れ
て
い
る
。
父
子
は
、
１
８

５
０
年
前
後
に
没
し
て
い

る
。
い
ま
か
ら
１
７
０
年
ほ

ど
前
で
あ
る
。
時
間
の
経
過

は
生
き
様
に
あ
る
。

今
回
は
、
大
蔵
流
狂
言
師

の
善
竹
十
郎
氏
を
紹
介
す

る
。
狂
言
の
歴
史
は
、
い
ま

か
ら
７
０
０
年
、
室
町
時
代

後
期
に
遡
る
。
そ
う
し
た
時

代
に
物
真
似
な
ど
の
滑
稽
芸

を
、
神
事
と
の
関
わ
り
の
中

に
誕
生
し
て
発
展
し
て
き
た

大
和
の
、
日
本
の
文
化
の
深

淵
さ
に
つ
い
て
は
驚
愕
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
古

典
芸
能
の
世
界
で
70
余
年

を
生
き
て
来
ら
れ
た
十
郎

氏
の
生
き
様
は
、
現
下
の

コ
ロ
ナ
禍
や
不
安
的
な
政

局
・
国
際
情
勢
に
お
い

て
、
確
固
た
る
指
針
や
絆

を
与
え
る
も
の
と
思
う
。

こ
の
記
事
を
書
く
に
あ

た
り
、
一
年
ぶ
り
に
十
郎

５
０
名
の
混
声
合
唱
と
15
～

20
名
の
日
本
音
楽
集
団
が
係

わ
る
音
楽
狂
言
で
あ
る
。

第
２
作
は
、『
寿
来
爺
～

ス
ク
ル
ー
ジ
』
で
、『
ク
リ

ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
の
主

人
公
、
エ
ベ
ネ
ー
ザ
・
ス
ク

ル
ー
ジ
に
掛
け
た
演
目
で
あ

り
、
２
０
１
５
年
12
月
の
初

演
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
２
０

１
９
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の

３
カ
国
で
６
公
演
を
行
っ

た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
と
い
う
洋
楽
器
を
能
舞
台

に
登
場
し
た
新
企
画
で
あ

る
。
十
郎
氏
と
次
男
の
大
二

郎
氏
が
演
じ
た
【
註
２
】。

▼
１
８
０
年
後
の

世
紀
に
向
け
て

能
楽
と
い
う
古
典
芸
能

は
、
明
治
維
新
ま
で
は
武
家

政
権
が
支
え
て
く
れ
た
が
、

そ
の
後
は
支
援
者
が
な
く
な

い
苦
境
に
な
っ
た
。
７
０
０

年
の
伝
統
を
消
す
こ
と
な

く
、
文
化
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
危
機
が
芸
能
な
ど

の
演
者
に
は
厳
し
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

苦
境
を
救
う
の
は
文
化
や
芸

術
な
ど
知
情
意
で
あ
る
。
善

竹
十
郎
氏
は
、
明
る
い
笑
顔

と
深
み
の
あ
る
声
量
が
魅
力

で
あ
る
。
狂
言
は
、「
を
か

し
」
の
芸
で
あ
り
、
人
々
の

日
常
を
切
取
り
、
笑
い
に
す

る
潤
滑
油
で
も
あ
る
。
日
本

人
の
心
に
、
長
い
伝
統
と
し

て
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
常
に
生
体
と
と
も
に

進
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
古
典
と
新
風
が
両
輪
と

し
て
、
１
８
０
年
先
の
23
世

紀
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
は
意
義
深
い
。
善

竹
十
郎
氏
の
挑
戦
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
の
で
あ
る
。

【
註
１
】
茂
山
忠
亮
、
立
命

館
大
学
博
士
論
文
、
『
狂
言

師
善
竹
彌
五
郎
の
芸
と

生

：

近
代
狂
言
に
お
け
る

ア
ド
の
太
夫
と
し
て
』

https://ritsumei.repo.

nii.ac.jp/?action=pages_

view_main&active_action=

repository_view_main_

item_detail&item_id=1014

8&item_no=1&page_id=13&b

lock_id=21

）

【
註
２
】
音
楽
狂
言
『
寿
来

爺
～
ス
ク
ル
ー
ジ
』

https://www.youtube.

com/watch?v=4nJGWW40

8r4

学
年
50
名
で
あ
る
の
で
、
２

５
０
０
名
に
狂
言
の
守
破
離

を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

十
郎
氏
は
、
本
業
の
狂
言

に
お
い
て
は
、
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者(

総
合
認
定)

で

あ
り
、
能
楽
協
会
・
日
本
能

楽
会
の
会
員
で
あ
り
、「
善

竹
狂
言
会
」
を
主
宰
し
て
い

る
。
い
ま
で
も
年
間
、
数
多

く
の
舞
台
を
踏
ん
で
い
る
。

十
郎
氏
は
、
い
つ
で
も
50
曲

は
台
本
な
し
で
演
じ
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
。
１
９
８

３
年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣

新
人
賞
、
１
９
９
３
年
大
阪

文
化
祭
賞
受
賞
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
帝
京
平
成
大
学

情
報
学
部
の
専
任
講
師
と
し

て
、「
芸
術
史
」、「
笑
い
と

人
間
」
の
科
目
を
15
年
間
に

わ
た
り
担
当
さ
れ
て
い
た
。

▼
大
多
喜
町
で
の
初
笑
い

22
世
紀
学
会
で
の
出
会
い

を
機
会
と
し
て
、
筆
者
が
活

動
し
て
い
た
千
葉
県
大
多
喜

町
の
エ
コ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
２
０
１

６
年
の
新
年
講
演
会
と
し

て
、
十
郎
氏
に
初
笑
い
の
作

法
を
伝
授
し
て
頂
い
た
（
１

月
23
日
）。

当
時
、
中
日
新
聞
夕
刊

（
２
０
１
６
年
１
月
16
日
）

に
は
、
老
松
が
描
か
れ
た
稽

古
場
の
舞
台
の
前
で
、
笑
顔

の
十
郎
氏
と
柴
犬
の
愛
犬
「
三

郎
丸
」
と
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
姿
と
ポ
ー

ズ
に
は
、
作
法
と
品
格
が
感

講
義
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
科
目
は
、
同
学
園
創
立

の
第
１
期
生
か
ら
、
祖
父
に

よ
り
開
講
さ
れ
た
が
、

十
郎
氏
は
第
２
期
生
か

ら
50
年
間
に
わ
た
り
担

当
さ
れ
た
と
い
う
。
１

　
　
23

氏
と
お
会
い
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
を

お
聞
き
し
た
。

▼
狂
言
の
道
が
本
道

善
竹
十
郎
氏
は
、

１
９
４
４
年
８
月
13

日
に
、
大
阪
に
誕
生

し
た
。
先
日
、
77
歳

を
迎
え
た
。
大
蔵
流

狂
言
師
の
父
・
善
竹

圭
五
郎
、
祖
父
・
善

竹
彌
五
郎
を
も
つ
。

【
註
１
】
に
あ
る
よ

じ
ら
れ
る
。
そ
の
解

説
記
事
に
は
、「
笑

い
は
健
康
と
長
寿
の

源
」
と
、
十
郎
氏
は

実
践
を
通
し
て
確
証

し
て
い
る
と
あ
る
。

狂
言
は
、
笑
い
に
加

え
、
腹
式
呼
吸
で
の

発
声
方
法
を
す
る
の

で
、
観
る
だ
け
で
な

く
習
う
の
も
楽
し
い
。

大
多
喜
の
新
年
会

で
十
郎
氏
は
、「
狂

言
と
は
」
に
つ
い

う
に
、
祖
父
・
彌
五
郎
氏
は

人
間
国
宝
で
、
伯
父
・
大
藏

弥
右
衛
門
（
大
蔵
流
24
世
宗

家
）
で
あ
る
。
十
郎
氏
は
、

こ
の
よ
う
に
永
い
歴
史
を
持

つ
狂
言
方
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
６
歳
で
初
舞
台
を

踏
ん
だ
。

善
竹
家
の
指
導
は
、
口
述

に
よ
る
も
の
で
、
父
か
ら
も

指
導
を
受
け
た
が
、
長
兄
の

伯
父
か
ら
の
訓
練
が
と
り
わ

け
厳
し
か
っ
た
と
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
聞
い
た
。
父
は
五

男
で
長
兄
た
ち
と
は
年
齢
差

が
あ
り
、
祖
父
の
厳
し
い
訓

練
も
そ
こ
ま
で
は
及
ば
な
か

っ
た
ら
し
い
。
結
果
、
父
は

あ
る
面
で
寛
容
な
方
で
あ
っ

た
と
い
う
。

十
郎
氏
は
、
大
阪
か
ら
千

葉
へ
、
幼
稚
園
か
ら
は
東
京

で
育
っ
た
と
い
い
、
私
立
の

芝
学
園
で
中
学
＆
高
校
を
終

え
た
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大

学
政
経
学
部
へ
進
学
し
た
。

こ
れ
は
父
の
理
解
に
も
後
押

し
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
代
、

狂
言
だ
け
で
は
生
活
が
出
来

な
い
と
の
思
い
の
ほ
か
、
本

当
は
新
聞
記
者
に
な
り
た
か

っ
た
か
ら
と
い
う
。「
ペ
ン

は
剣
よ
り
も
強
し
」
の
格
言

に
憧
れ
た
と
。

こ
の
道
は
、
受
験
し
た
新

聞
社
が
十
郎
氏
は
狂
言
の
道

で
生
き
る
べ
き
だ
と
の
判
断

で
、
そ
の
道
を
歩
む
こ
と
は

出
来
な
く
な
っ
た
が
、
代
わ

り
に
大
学
卒
業
し
て
す
ぐ
に

与
え
ら
れ
た
の
は
、
狂
言
の

守
破
離
を
教
え
る
道
で
あ
っ

た
。そ

れ
ま
で
も
狂
言
の
芸
道

へ
の
訓
練
は
受
け
て
来
た
の

で
、
大
学
卒
業
後
、
桐
朋
学

園
芸
術
短
期
大
学
の
演
劇
専

攻
演
劇
科
で
、「
狂
言
」
を

て
、
お
め
で
た
い
「
末
廣
か

り
」
を
題
材
と
し
て
、
主
人

＆
太
郎
冠
者
＆
す
っ
ぱ(

詐
欺

師)

の
役
割
と
セ
リ
フ
に
つ
い

て
解
説
を
加
え
な
が
ら
吟

じ
、
舞
っ
て
下
さ
っ
た
。
扇

と
傘
も
末
広
で
あ
る
こ
と
で

の
嘘
つ
き
商
売
に
ま
つ
わ
る

愉
快
な
狂
言
で
、
笑
い
を
誘

っ
た
。
ま
た
、「
小
笑
い
・
中

笑
い
・
大
笑
い
」
の
閉
め
笑

い
で
終
え
た
。
新
年
に
会
に

ふ
さ
わ
し
い
、
序
破
急
が
構

成
さ
れ
た
。

▼
茨
木
の
り
子
の
会

２
０
１
０
年
10
月
９
日
、

東
京
の
青
山
の
東
京
ウ
イ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

「
茨
木
の
り
子
２
０
２
０
秋

―
怒
る
と
き
と
許
す
と
き
」

と
い
う
朗
読
と
音
楽
の
会

を
、
筆
者
の
主
宰
す
る
洸
楓

座
が
開
催
し
た
。
こ
の
行
事

も
序
破
急
の
３
構
成
で
行
っ

た
。
そ
の
「
急
」
で
は
「
コ

ロ
ナ
禍
浄
化
」
と
し
、《
狂

言
の
笑
い
と
し
て
の
所
作
》

を
、
十
郎
氏
に
演
じ
て
頂
い

た
。
こ
の
舞
台
の
当
日
は
、

実
は
長
男
、
福
太
郎
氏
が
コ

ロ
ナ
に
罹
患
し
急
逝
し
て
半

年
後
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が

…
。
十
郎
氏
は
、
こ
の
不
幸

も
狂
言
の
長
い
歴
史
の
日
常

の
喜
怒
哀
楽
の
一
幕
と
捉

え
、
福
太
郎
氏
の
羽
織
を
着

け
、「
響
き
と
間
」
の
所
作

（
型
）
に
従
い
、
演
じ
た
。

深
い
芸
道
と
職
業
観
、
そ
し

て
歴
史
を
背
負
っ
た
生
き
方

を
体
現
し
た
。
結
果
、
会
場

は
圧
倒
的
な
情
感
に
満
ち

た
。
写
真
は
、
出
演
者
が
登

場
し
た
挨
拶
の
場
面
で
あ
る
。

▼
音
楽
狂
言
と
は

狂
言
の
長
い
歴
史
を
如
何

に
未
来
に
伝
え
る
か
。
こ
れ

は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
も

常
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
心
根
で
あ
る
。
時
代
に
よ

っ
て
笑
い
の
ソ
ー
ス
も
、
ま

た
笑
い
に
対
す
る
感
覚
も
異

な
る
の
で
、
能
や
狂
言
も
、

古
典
芸
能
の
ほ
か
に
新
作
芸

能
へ
の
挑
戦
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
話
題
を
十
郎
氏
に

問
い
か
け
た
ら
流
石
に
実
践

さ
れ
て
い
る
と
の
答
え
だ
っ

た
。
十
郎
氏
は
、
狂
言
を
立

体
落
語
と
も
と
ら
え
て
い
る

が
、
挑
戦
と
し
て
「
音
楽
狂

言
」
を
実
践
し
て
い
る
。

例
え
ば
２
０
０
６
年
11
月

に
は
、
音
楽
狂
言
『
呑
気
布

袋
～
ド
ン
キ
・
ホ
ー
テ
よ

り
』
を
公
演
し
た
と
い
う
。

インタビュー時の善竹十郎氏
（2021年）

大多喜町でのシーン（2016年）

茨木のり子の会（2020年）


